The Tenno System and Athletic Tournament of the Meiji Shrine (Part 1) by Irie, Katsumi & Kashima, Osamu
天皇制と明治神宮体育大会 (第1報)
保健体育科教育教室
































































































































































































































































年の大戦後の恐慌等が大正デモク              後発表彰状授与
響を受けた民主主義運動,社会全 皇杯,皇后杯授与
働運動をこれまでになく高揚さ  ヽ             会会長挨拶喚降納
動,普通選挙運動,さらには農炉 会旗,競技団体旗,都道府県旗降納











































































































































開催され,「一 我らは純真なり 青年の友情と愛郷の精神により団結す 二 我らは若し 心身を
修練し,勤労を楽しみ,自主創造の人たるを期す 三 我等は希望に燃ゆ 清新の意気以て愛と正






































































































































































利 用 種 類
実 数 比 例












































































































社 交 的 娯 楽 6 6
其 他 ノ 娯 楽 4 2 3 3 12































実 数 比 例































































































社 交 的 娯 楽 4
其 他 ノ 娯 楽 3 6
家 事 手 伝,家事 雑 用 4 22 6
計



















4 畔 囃 叫
散 歩,遠 足,旅 行
ス  ポ  ー  ッ
釣   魚,狩   猟





















新 聞 雑 誌 読 書
勉        学















































社 交 的 娯 楽 3 4ユ
其 他 ノ 娯 薬 4 31
家 事 手 伝,家事 雑 用





平 日 休 日 平 日 体 日
興 行 物
|
活 動 写 真



















































園     芸,飼     養
義 太 夫,謡 曲,琵 琶
囲 碁,将 棋,カ ル タ








社 交 的 娯 楽 1
?
（ 他 ノ 娯 楽
家 事 手 伝,家 事 雑 用 20.2 20.5
日 シ余  暇,休 ナ 2.2
計 100,0 100.0


































































































道県府 府県単位 郡単位 市単位   計 備
北海道    ―   -   3   3
東 京    1   2   1   4
京 都   -  13  -  13
大 阪    -   1
















































































-   1
4   4
1   6
1   6
2   8 0は設立計劃中



























4  -  5       的大悲劇に面接して,先ず『娯楽なき』一週間を
正  三  :△は石,I膝育協曾 体験し,次いで『娯楽を憚る』二週間を経験し,7  1  9oは設立計劃中  更に『娯楽を熱望する』二週間を経て玄米配給の
:  :  ,△は鳥根県特勒曾 如き『娯楽の配給を受けたる四週間を過ごして,4  2  6       遂に自らの発動による『娯楽享楽』の状態に到達
三  二  二 未報告     したのである。(串略)民衆は先ず曽って経験した
徳 島  -  1  -  1        ことのない人生の実験』をなした。而してそれの
夏 盤   : △:  了  τ 禽暮
木醐晴年体育
到底堪え忍び得ぬものであることを体験し,従っ
高 知   1  -  1  2        て娯楽が人生に対して有する真の意義を意識し得
福 岡  一 o2  3  50は設立計劃中  たo7ち結果でもあった。第二の交通機関の発達と大 分    一   -   1   0          1
佐 賀   1  4  -  5        マス・メディアに関しては,鉄道については特に




鹿児島    -   5   -   5
沖 縄  1--1























10。 学 術 研 究
11.談     話



















































































実    数         比
大 学 高 校 専 門  計 大 学 高 校 専 門  計
運動競技に関するもの      545  415  810 1,770  693  73.9  709  71.1
音楽美術劇等に関するもの     49   32   86  167  6.2  5.7  7.5  6.7
学術語学研究等に関するもの    68   23   56  147  8.6  4.1  5.0  59
講演に関するもの         32   34   68  134  41  6.0  5,9  5,4
新聞雑誌図書等に関するもの    31   29   55  115  4.0  5.2  4.8  4.6
文芸学芸文化事業に関するもの   31  129   55  115  4.0  5,2  4.8  4.6
そ  の  他         38   8   23   69  4.8  1.4  2.0  2,7



























































































































































































































神宮奉賛会理事長 坂谷芳郎,東京商業会議所会頭 藤山雷太文部次官 松浦鎮次郎,陸軍次官 津
野一輔,海軍次官 安保清種,明治神宮宮司 一戸兵衛,陸軍戸山学校長 等々力森蔵,東京府知





























































旨述へられたり(足立氏)。 一,競技場,観覧者収容カスタンドー 万五千人なれ共, それ以上余力あ
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の入場料を含む)。 一,競技用具 (他より借用し得るか,購入するとせは,其の種類及金額)。 一,
競技の方法及審判規則 ―,服装 成るへく速に具体案を作成提出することに決せり,尚各部に於



















































関東 東京 東北 仙台市宮城師範学校内 佐藤茂江氏,朝鮮 京城府南大門三ノー○六 朝鮮体
育協会,九州 熊本市第五高等学校化学教室内 熊本体育協会,四国 高知市本町三〇七 高知体
育協会,北海道 小構市花園町東― 小棒体育協会,東海 名古屋市西区本町 新愛知新聞社,北
陸 新潟市 新潟体育協会,中国 広島県庁内,広島県体育協会,関東州 大連市満鉄運動会気付
満州体育協会,九州 福岡市須崎土手町 福岡日々新聞,青島 堂邑路 (所沢町)青島体育協会,
九州 熊本市上通五丁目 九州日々新聞,台湾 台北市三井物産株式会社台北支店 台湾体育協会

















































































































































































派遣員数       競技種目     派遣員数 ＼
道       下士官兵六      柔    道   下士官兵六








会長 内務大臣,副会長 一名は事務次官 他の一名は財政的の援助,その他の関係を考量して定










役員選手着席 ―,来賓着席 一,奏楽 ―,開会を宣す ―,内務大臣式詳 ―,宣誓式 ―,
内閣総理大臣祝辞 ―,神宮参拝ノ為 競技部代表及選手退場 ―,閉会ヲ宣ス ー ,奏楽 一同
退場」という式次第にしたがって行われている。また代表者による神宮参拝の次第は,「―,一同整
























































「十月三十一日 秩父宮殿下 外苑競技場,加陽宮恒憲王殿下  外苑競技場,十一月一日 秩父
宮殿下 外苑競技場及相撲場,十一月二日 秩父宮殿下 早大野球グラウンド,墨田川艘艇競技場
及帝大テニスコート,澄宮殿下 外苑競技場及早大テニスコー ト,東伏見宮邦英工殿下 帝大テニ
スコート,久適宮朝融王殿下 外苑競技場及帝大テエスコート,朝香宮紀久女王殿下 外苑競技場,
十一月二日 秩父宮殿下 外苑競技場,東伏見宮邦英王殿下 同,山階宮茂磨王殿下 同,久適朝
融殿下 同,北白川宮永久殿下 外苑競技場及柔道場,北白川宮美年子女王殿下 外苑競技場,北
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鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 31巻 第 2号 (1989)
職として基力せられ,就中準備委員の如き数ケ月に渉り終始蓋疼せられたのである。つ。」
その準備委員は,陸上競技部 平沼亮三,水上競技部 飯田光太郎,野球競技部 芦田公平,庭
球競技部 針重敬喜,ア式蹴球競技部 岸本武夫,ラ式蹴球部 永井信二郎,バスケツトボール競
技部 薬師寺尊正,ヴァレーボール競技部 三橋義雄,剣道部 大木健次郎,剣道部 菅原 融,
柔道部 本田親民,柔道部 村上邦夫,弓道部 村尾圭介 相撲部 加藤隆世,馬術部 湯川忠―,

























































































殿下,朝香宮忠彦王殿下,李鍵公子 (十月十二日 水上競技,玉川プール)山階宮茂磨王殿下 (十
月二十八日 漕艇競技場,墨田川) 北白川宮永久王殿下,竹田宮恒徳王殿下 (剣道試合場 日本
青年館講堂)伏見宮博英王殿下,東久適盛恒王殿下,東伏見邦英王殿下,朝香宮學彦王殿下,朝
香宮忠彦王殿下,李鍵公子 (十月二十日 野球競技場,早大グラウンド) 朝香宮争彦工殿下,朝
香宮忠彦王殿下 (十一月一日 野球場グラウンド 早大グラウンド) 賀陽宮旧憲王殿下 (十一月
一日 馬術競技 陸軍士官学校々庭)竹田宮恒徳工殿下,北白川永久王殿下,東伏見邦英王殿下,
山階茂磨王殿下,李鍵公子 (十一月一日 外苑競技場) 高松宮殿下,東久適宮妃殿下,竹田宮大
妃殿下,王世子殿下,王世子妃殿下 (十一月二日 外苑競技場) 閑院宮載仁親王殿下,朝香宮學




























































鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 31巻 第 2号 (1989)
資料-23



































































































































































































































し  み とら―す― ■ う  い







































―,名称 明治神宮競技会 ―,事務所 日本青年館 ―,経費 内務,文部省,其他各省,各団
鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 31巻 第 2号 (1989)     375
体奨励会,寄付金,競技会入場料,其他雑収入ヲ以テ経費二充ツ。予算ハ代表委員会 (仮定)ノ決
議ヲ以テ定メ,決算ハ代表委員会ノ承認ヲ経ルモノトス。一,役員 総裁宮殿下ヲ仰グ。会長候補
者坂谷芳郎 名誉会長 (首相) 副会長 (?)顧問 各方面ヨリ推薦 総務委員 (?)代表委
員ニテ選出 代表委員 各官庁,団体ヨリ選出,競技委員 各競技団体ニメ選出,競技部顧問 ―,
機関 会長 代表者,顧問 諮問機関,総務委員 執行機関 九名 (競技部六名,内務,文部,商


















































































































キ,直チ三井上前会長ヨリ文部大臣トノ交渉ノ結果ヲ御報告願 フベ シ ト述へ,井上会長,先般来
体育会ノ御依頼二依ツテ水野文部大臣卜種々協議シタ結果,次ノ様ナ通牒ヲ文部省カラ発スルコ
トニ話ガ纏ツタノデ,近ク文案ヲ私ノ方へ廻シテヨコシタ上決定スル筈デ,其ノ内容ハー,学生々
















































































1,東京市児童体操 (尋常科5年以上)5,600人, 2.東京府下小学校児童体操 (尋常科5年以上)






















































































































































-形成期の研究―』早稲田大学社会科学研究所 プレ・ファシズム研究部会編 早稲田大学出版部 1979年
p223)としている。
田沢 前掲書 pp102～104
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1571「震災時に現れたる娯楽の諸形態」前掲著作集 第2巻 p239
側 「労働者娯楽論J同前著作集 p269
60 堀尾輝久『天皇制と教育』青木書店 1988年 p237

















































































「水上競技部 末広厳太郎 飯田光太郎,陸上競技部 辰野 保 山岡慎―,ホッケー部 大井 浩,柔道
部 村上邦夫 短艇部 宮本 昌,庭球部 鎌田芳雄,ア式フットポール 野津謙,野球部 戸田公平,ラ
グビー部 香山 審,馬術部 松本武雄,バスケットボール部 横山一良,バレーボ部 ヨ橋義雄,弓道部
窪田藤信,剣道部 高野佐三郎,中山博道,内務省神社局長 村上信一,内務書記官 足立 収,明治神宮
造営局主事 田守 晴,教育総幹部附陸軍歩兵少佐 波田重―,陸軍軍務局附陸軍歩兵大尉 十三二郎,海
軍省教育局附海軍少佐 高柳勝次郎,文部事務官 小尾範治,社会局部長 守屋栄雄,東京高等師範学校教
授 大谷武―,国華高等女学校校長 可児 徳,日本青年館主事 後藤隆之助,東京連合青年団主事 大津
音八,大日本在郷軍人会理事 中村辰三郎,内務省衛生局 山田準次郎,内務書記官 湯沢三千雄,内務技






出席者は,後藤文夫 (日本青年館理事),末広,辰野,高橋 (教育総監部),高柳 (海軍省教育局),村上邦
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1      00 同前 pp43～48 資料-17は,同前 (p2)による。
1      00 同前 pp57～58
1      0分同前 p64+      0)同前 p80～84
00 同前 pp90～91




00 同前 p94～95 資料-19は,pp95～96による。
00 同前 pp98～99
00 同前 pp99～100 資料-20は,同前による。
1921「バスケットボール競技を通じての感想」 同前 p210
00 「参加者と範囲と其の人員J 同前 pp217～218
00 同衛生課「全国体育デーに就て」『体育と競技』大正15年11月号 pp85～86
硼 同前 pp84～85






興,普及に関する講演を行った」(同誌 大正14年7月号 第25号 p7)と報じている。
1971『第二回明治神宮大会報告書』 pp l～2 資料-21は,『体育と競技』(大正15年12月号)による。
00 同前 p2













tの 同誌 大正14年■月7日 第25号 p7





















































































万  峰『日本ファシズムの興亡』六興出版 1989年
茶本繁正『戦争とジャーナリズン』三一書房 1986年
木村 毅『日本スポーツ文化史』ベースボール・マガジン社 1981年
入江克己『日本ファシズム下の体育思想』不味堂出版 1986年
入江克己『日本近代体育の思想構造』明石書店 1988年
(1989年8月31日受理)
